
◎倶知安の気候 

倶知安町は、⽇本海から２５キロ程度内陸に位置し、昔から屈指の豪雪地帯として名⾼く、やや内陸性の気候を帯び

ている。積雪の多さは地形からくるものが⼤きく、冬にシベリア⼤陸から吹き出す乾燥した空気が、⽇本海で⽔蒸気をたっぷ

り取り⼊れて筋状の雪雲となり、それらがいくつか合流して強くなり、ニセコ⼭系や⽺蹄⼭にあたって凝結、そして雪となる。 

近年では、平成１７年（寒候年）に最⼤積雪深約２３９ｃｍを記録している。また、雪が⼤変多いことから特別豪

雪地域の指定を受けている。年間降⽔量は１,１００〜１,８００ｍｍ台で年最⼤⽇降⽔量は、平均６０ｍｍ程

度で主に８⽉に記録されている。年最低気温の平均は、約－２１℃と低く、年平均気温は７℃程度となっている。 

雪を除くと全体的には、夏涼しくさわやかで風が弱く、カラリとした気候である。 

 

 

 

◎倶知安の四季 

四季が明瞭で、夏はさわやかな⾼原気候、冬は道内でも最もたくさんの雪が降るという特徴があります。 

春（４〜６⽉）：さわやかな気候。新緑と花で包まれる。気温は１０℃前後。桜は５⽉上旬頃。 

夏（７〜８⽉）：雨が少なく、平均気温が２０℃前後まで上がる。７⽉上旬には⾼⼭植物が⾒ごろとなる。 

秋（９〜１０⽉）：ひと雨ごとに気温が下がり、氷点下になることもある。９⽉〜１０⽉にかけては紅葉も始まる。 

冬（１１〜３⽉）：気温は、氷点下２０℃前後まで下がりこともあり、粉雪が２ｍ近く降り積もる。 

 

  



 

 

 

 


